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以
施
仁
。
玉
兎
西
山
。
吋
慈
雲
而
布
潤
。

　
　

。

　

わ
た
く
し
は
以
上
列
車
し
た
例
か
ら
考
へ
て
、
沙
州
・
伊
州

地
志
残
春
の
「
素
書
形
像
」
は
「
素
書
形
像
」
の
誤
寫
に
相
違

だ
か
ら
う
と
思
ふ
。
然
ら
ば
素
書
と
は
何
か
と
い
ふ
に
、
清
の

銭
大
尉
は
潜
研
堂
金
石
践
尾
緬
巻
二
に
、
わ
た
く
し
の
第
二
に

車
げ
た
唐
大
和
七
年
の
時
を
青
蓮
寺
碑
の
名
の
下
に
著
録
し
て

　

時
有
素
書
弼
勒
佛
之
語
。
按
説
文
無
塑
字
。
唐
宋
時
刻
。
或

　

作
壕
。
亦
俗
。
不
若
作
素
之
篤
得
也
。

と
言
つ
て
ゐ
る
。
而
し
て
陶
斎
蔵
石
記
の
著
者
も
、
わ
た
く
し

の
第
一
に
車
げ
た
北
斉
天
統
三
年
の
造
像
記
の
践
語
の
中
に
、

こ
の
銭
氏
の
説
を
引
用
し
て
賛
意
を
表
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

素
書
の
塑
像
で
あ
る
こ
と
は
殆
ど
疑
な
か
ら
う
。
そ
の
書
の
字

は
彩
色
を
施
す
意
で
あ
る
。
わ
た
く
し
が
第
三
に
車
げ
た
李
府

君
修
功
徳
記
に
「
初
坏
土
塗
施
布
錯
彩
」
と
あ
る
の
は
、
そ
の

こ
と
を
尤
も
能
く
物
語
つ
て
ゐ
る
と
思
ふ
。

注

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

。

①
小
川
博
士
還
暦
記
念
史
學
地
理
學
論
叢

③
史
學
雑
誌
第
三
十
五
編
第
十
一
胱
。
但
し
博
士
は
こ
め
沙
州
・
伊

　
　

州
地
志
残
巻
を
毎
時
も
誤
っ
て
ペ
リ
オ
氏
登
見
の
沙
州
都
督
府
圖

　
　

経
と
し
て
取
扱
は
れ
て
ゐ
る
。

③
同
上
第
三
十
九
編
第
六
魏

④
同
上
第
四
胱

④
剣
峰
萱
草

④
慈
恩
傅
巻
十
。
い
ま
藤
田
博
士
所
引
の
ま
ｓ
に
従
ふ
。

　
　
　
　
　

（
昭
和
十
四
年
十
一
月
五
日
東
洋
史
談
話
會
大
會
講
演
）

　
　
　
　
　
　

京
濃
線
と
Ｍ
t
Ｃ
Ｍ
Ｍ
t
Ｃ

　

昨
日
北
京
を
出
没
し
て
澱
定
通
り
族
行
に
出
ま
し
仁
。
色
々

な
事
故
の
篤
め
、
汽
車
は
四
時
間
近
く
も
涯
れ
て
石
家
荘
に
延

着
し
ま
し
た
。
途
中
保
定
あ
た
り
か
ら
な
ご
や
か
な
新
正
月
の

春
日
和
が
が
ら
り
と
愛
っ
て
、
一
面
の
雪
景
色
に
な
っ
仁
の
に

は
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。
石
家
荘
も
到
る
所
水
溜
り
が
あ
っ
て
十

二
日
に
雪
が
降
っ
記
と
の
こ
と
で
す
。
今
朝
十
時
五
十
五
分
そ

こ
を
た
っ
て
順
徳
に
着
き
ま
し
仁
。
今
日
は
よ
い
天
気
で
す
。

順
徳
は
河
北
省
南
部
最
大
の
町
で
な
か
く
立
派
で
す
。
事
髪

以
後
道
制
が
し
か
れ
て
か
ら
翼
南
道
公
署
の
所
在
地
と
な
っ
て

を
り
ま
す
。
日
本
人
は
一
千
人
と
い
は
れ
て
ゐ
ま
す
が
、
六
割

ま
で
は
牛
島
人
と
の
こ
と
で
中
で
も
女
が
特
に
多
い
さ
う
で

す
。
時
間
が
な
’
い
の
で
夕
方
薄
暗
～
ヽ
な
る
ま
で
城
内
を
あ
ち
こ

ち
見
て
廻
り
ま
し
た
。
有
名
な
開
元
二
十
七
年
の
道
徳
絃
翰
は

随
分
荒
れ
て
は
ゐ
ま
す
が
、
碑
で
堂
が
造
ら
れ
て
保
存
さ
れ
て

ゐ
ま
す
。
俗
に
西
大
寺
と
い
は
れ
る
天
寧
寺
に
は
元
の
趙
孟
頬

の
書
い
た
碑
が
あ
ｂ
ま
す
。
開
元
寺
は
こ
れ
に
對
し
て
東
大
寺

と
い
は
れ
、
唐
の
鐘
離
腹
の
詩
に
も
よ
ま
れ
て
ゐ
る
所
で
す
ｏ

境
内
は
荒
れ
て
ゐ
ま
す
が
、
宋
金
元
の
碑
が
い
く
つ
も
立
っ
て

ゐ
ま
す
。
元
の
世
祀
が
何
度
か
行
幸
し
た
所
の
様
で
所
謂
俗
語

僚
の
聖
旨
碑
も
二
つ
あ
り
ま
し
た
。
明
日
は
午
前
中
に
郡
耶
に

向
ひ
ま
す
。
（
昭
和
十
五
年
二
月
十
四
日
日
比
｀
野
丈
夫
）
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日
支
事
僥
勃
受
に
よ
り
此
の
製
甕
事
業
も
中

止
さ
れ
、
共
後
日
本
軍
の
管
理
下
に
入
っ
だ
が

木
材
、
水
と
共
に
支
那
人
の
珍
重
す
る
廳
が
手

に
入
ら
ぬ
の
に
苦
し
ん
で
囃
盗
人
が
績
出
し
た

山
な
の
で
、
駈
務
管
理
局
で
は
鹿
警
を
置
き
、

収
締
り
を
行
ひ
一
方
製
甕
も
行
は
れ
初
め
た
。

　

逞
叛
の
町
に
山
西
凱
務
管
理
局
河
東
分
局
が

あ
る
が
、
此
の
廟
の
西
に
は
廳
警
の
詰
所
が
あ

っ
て
、
若
い
支
那
の
青
年
が
銃
を
持
っ
て
監
視

を
し
て
居
る
。
怖
告
が
あ
っ
仁
。

　

第
七
読

　
　

山
西
囃
務
管
理
局
河
東
分
局
催
告

　

認
催
告
事
茲
値
春
融
正
富
庭
池
工
作
始
之
除

　

池
下
各
商
戸
自
胞
粛
洽
閑
雑
人
等
以
使
工
作

　

進
行
再
客
歳
事
慧
各
商
戸
内
寄
居
逃
難
人
民

　

鞍
多
茲
限
於
三
月
三
十
壹
日
以
前
一
律
移
出

　

至
非
闘
襄
務
人
等
厳
禁
出
入
咲
池
案
閣
場
産

　

作
業
影
響
至
認
重
大
仰
爾
商
民
人
等
一
替
週

　

知
其
各
漂
連
勿
違
切
切
此
仰

　
　

中
華
民
国
二
十
八
年
三
月

　

日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

’

　

励

　

長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

副
局
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　

賓
貼
中
頭
俯
王
凹
芳

　

日
本
文
・
の
方
は
寫
さ
す
家
の
中
に
入
る
と
廳

警
の
分
隊
長
李
忠
斌
君
が
居
た
の
で
暫
く
話
を

し
た
。
甕
警
の
服
装
は
服
色
閥
防
色
、
折
襟
で

脚
絆
を
つ
け
る
。
襟
章
に
は
金
の
縁
の
中
に
磨

警
の
文
字
肩
章
は
我
が
國
の
巡
査
の
如
く
椴
に

つ
け
、
痩
の
文
字
と
１
　
エ
ナ
メ
ル
塗
り
の
星
。

ボ
タ
ン
に
噸
の
文
字
が
入
っ
て
居
る
。
右
腕
に

腕
章
を
つ
け
、
こ
れ
に
は
マ
ー
ク
と
山
西
懸
務

控
珊
局
囃
警
第
一
大
隊
第
四
中
隊
第
壹
壹
肆
狭

左
の
腕
に
銀
金
銀
の
三
本
の
山
型
を
つ
け
、
胸

に
姓
名
を
記
し
た
小
布
片
を
附
け
て
居
る
。
帽

子
は
同
じ
く
閥
防
色
で
、
軍
帽
と
同
じ
型
で
あ

る
。
こ
ゝ
の
苦
力
は
軍
管
理
第
四
十
工
場
所
娠

公
介
囃
場
工
人
許
丙
章
と
い
ふ
風
な
腕
章
を
つ

け
て
居
る
。

　

こ
れ
で
吻
及
び
廳
田
の
見
學
を
絡
っ
た
が
、

寺
に
つ
い
て
の
考
鐙
的
な
事
及
び
甕
田
に
開
す

る
詳
細
は
い
づ
れ
稿
を
改
め
て
の
事
と
思
っ
て

屏
る
。
（
完
了
）

　

へ
昭
和
十
五
年
三
月
五
日
記
）
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京
濃
線
と
ｕ
^
ｃ
ど
Ｊ
Ｊ
ｌ
Ｏ
（
綾
）

○
昨
日
彰
徳
に
着
い
て
夕
方
ま
で
に
町
を

一
巡
’
９
見
て
ま
は
り
ま
し
仁
。
仲
々
賑
や

か
な
町
で
城
壁
の
中
す
き
ま
の
な
い
迄
に

家
の
っ
ま
っ
て
ゐ
る
の
に
は
感
心
し
ま
し

た
。
今
朝
は
東
南
僣
街
に
あ
る
韓
埼
の
祠

堂
を
た
づ
ね
ま
し
た
。
和
常
に
立
涙
な
廟

で
韓
王
廟
と
い
っ
て
居
ま
す
。
奥
の
正
堂

に
は
韓
埼
の
木
像
が
祀
っ
て
あ
っ
て
軒
に

は
光
緒
帝
や
西
太
后
の
書
い
た
額
が
か
ｓ

つ
て
ゐ
ま
す
前
庭
の
西
側
に
碑
屋
と
も
い

ふ
べ
き
建
物
が
あ
っ
て
、
か
の
有
名
な
喪

錦
堂
記
（
文
は
欧
陽
脩
、
書
は
蔡
襄
）
や
宣

和
四
年
の
年
胱
の
あ
る
柴
事
堂
記
な
ど
を

始
め
大
徳
二
年
の
韓
魏
王
新
廟
碑
そ
の
他

幾
つ
も
の
碑
が
立
っ
て
ゐ
ま
す
。
壁
間
に

は
韓
踏
の
撰
並
に
書
を
あ
る
韓
悽
墓
誌
銘

な
ど
が
嵌
め
込
ん
で
あ
り
ま
し
た
。
廟
の

鄙
が
韓
跨
の
故
宅
で
光
緒
の
宋
年
か
ら
巾

學
校
と
な
っ
て
ゐ
仁
の
が
最
近
で
は
軍
の

病
院
に
使
は
れ
て
ゐ
ま
す
。
頼
ん
で
見
せ

て
貰
ひ
ま
し
た
が
中
央
の
堂
に
は
明
の
彰

徳
府
知
事
陳
九
籾
の
筆
に
な
る
大
き
な
喪

錦
堂
の
額
が
か
ｓ
つ
て
を
り
前
庭
の
陽
側

に
は
卯
鴫
亭
と
秘
魚
軒
と
が
あ
り
ま
す
。

…
…
此
等
の
建
物
は
乾
隆
四
十
何
年
か
に

重
修
さ
れ
た
も
の
ｙ
i
様
で
す
。
彰
徳
を
姿

っ
て
夕
方
新
郷
に
着
き
ま
し
た
。
皇
軍
入

城
二
遁
年
記
念
日
の
や
う
に
思
は
れ
ま

す
。
（
二
月
十
七
日
新
郷
に
て
日
比
野
）

｜
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カジ

慶
賀
す
る
に
吝
か
で
な
い
。
學
界
は
清
朝
食
録

の
。
出
版
に
よ
っ
て
潤
さ
れ
た
以
上
。
に
本
実
録
の

出
版
に
よ
っ
て
潤
さ
れ
る
で
あ
ら
う
こ
と
殆
ん

ど
疑
な
き
と
こ
ろ
。
序
で
な
が
ら
、
出
賓
者
は

臨
時
政
府
、
印
刷
は
新
民
印
書
館
に
確
定
し
た

と
い
ふ
噂
。
（
三
、
十
、
北
京
に
て
今
西
記
）

　
　
　

會
員
動
静

　

小
野
勝
年
氏

　

去
る
昭
和
十
二
年
十
月
以
来

外
務
省
留
學
生
と
し
て
美
術
考
古
學
研
究
の
認

め
北
京
に
在
っ
て
研
讃
中
の
處
、
任
期
満
了
し

奮
識
録
朝
せ
ら
る
。

　

中
谷
英
雄
氏

　

一
昨
夏
庶
召
、
爾
来
北
支
の

　
　

京
涙
線
と
Ｍ
!
Ｃ
Ｍ
ｘ
）
t
Ｃ
（
綬
）

　

。
今
朝
順
徳
を
疲
も
郡
耶
に
下
車
し
ま
し

た
。
細
長
く
て
狭
く
き
尤
な
く
て
面
白
い

所
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
時
間
程
で
城
内

野
に
活
躍
せ
ら
れ
し
が
、
今
冬
無
事
帰
還
、
従

前
通
之

　

小
畑
龍
雄
氏

　

文
學
部
副
手
よ
り
新
設
の
京

大
人
文
科
學
研
究
所
助
手
に
韓
任
。

　

安
部
健
夫
氏

　

笹
二
高
等
學
校
教
授
よ
り
京

大
助
教
授
に
韓
任
せ
ら
る
。

　

羽
田

　

明
氏

　

右
安
部
氏
の
後
任
と
し
て
第

三
高
等
學
校
へ
。

　

堀
井
一
雄
氏

　

桃
山
中
學
校
よ
り
高
知
師
範

學
校
へ
韓
じ
、
四
月
上
旬
赴
任
。

　

武
田

　

豊
氏

　

蒙
古
聯
合
自
治
政
府
民
政
部

に
就
職
、
四
月
下
旬
赴
任
。

　

原

　

八
郎
氏

　

過
去
一
年
間
本
誌
の
東
洋
史

文
献
目
録
編
纂
の
楯
富
者
と
し
・
て
轟
力
さ
れ
し

が
、
今
春
芽
出
度
く
卒
業
、
蒙
古
聯
合
自
治
政

府
蒙
疆
學
院
に
入
學
さ
れ
、
四
月
下
旬
入
蒙
。

　
　
　

東
洋
史
本
年
卒
業
生

　
　
　

論
文
題
目

　

朝
鮮
塔
婆
建
築
史

　
　
　
　
　

近
藤

　
　

豊

　

金
代
女
侭
族
の
皮
文
化
術
取
に
開
す
る

　

一
考
察

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
中

　

整
治

　

戦
國
秦
痍
此
會
の
一
側
面
考
察

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

原

　
　

八
郎

　

唐
代
の
科
拳
と
そ
の
１
　
介
的
形
容

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
原
利
一
郎

　

唐
朝
中
官
領
使
考

　
　
　
　
　

六
花

　

謙
哉

を
Ｉ
廻
り
し
ま
し
た
が
、
束
’
北
の
方
に
あ

　
　

あ
る
さ
う
で
す
が
見
附
か
り
ま
せ
ん
で
し

る
趙
の
武
富
王
の
叢
毫
と
か
西
門
外
の
市

　
　

た
。
廟
は
あ
っ
て
も
全
く
荒
れ
て
ゐ
て
何

橋
な
ど
あ
ま
り
感
心
し
記
も
の
で
は
あ
り

　
　

も
あ
り
ま
せ
ん
。
本
常
に
ヵ
〃
タ
ン
で

ま
せ
ん
。
蘭
相
如
の
廻
車
座
と
い
ふ
所
が

　
　

す
。
（
二
月
十
五
日
、
郡
耶
に
て
日
比
野
）
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